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こ
の
小
稿
で
は
、
創
立
以
来
こ
と
し
で
ち
ょ
う
ど
一
六
○
年
を
数
え
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
発
券
銀
行
－
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀

行
d
-
e
O
a
t
e
｢
r
e
ぞ
r
i
e
N
a
t
-
o
n
a
F
a
n
r
l
の
波
瀾
に
と
ん
だ
歴
史
の
断
片
と
興
味
あ
る
現
状
の
一
斑
を
取
上
げ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
一
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
変
遷

　
こ
の
銀
行
は
は
じ
め
一
八
一
六
年
六
月
一
日
に
特
許
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
d
‘
e
P
r
i
v
i
l
e
g
i
r
t
e

o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
N
a
t
{
o
l

n
a
F
a
n
k
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、
民
間
株
式
会
社
の
形
を
と
る
・
政
府
と
は
独
立
の
発
券
銀
行
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
同
行
創
股
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
は
多
く
語
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
た
だ
、
「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」

（
一
八
一
四
―
一
五
年
）
の
翌
年
に
そ
れ
が
創
股
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
お
こ
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
あ

い
つ
ぐ
戦
争
の
財
政
的
圧
迫
に
よ
っ
て
、
政
府
が
、
金
属
の
裏
付
け
を
も
た
な
い
い
ろ
い
ろ
の
紙
幣
の
発
行
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
安
定
し
た
通
貨
制
度
の
整
備
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
減
価
し
た

　
　
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
発
券
銀
行
と
通
貨
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数
種
類
の
政
府
紙
幣
を
、
銀
貨
の
裏
付
け
を
も
っ
た
兌
換
銀
行
券
で
お
き
か
え
て
整
理
す
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い

っ
た
要
請
に
応
え
て
創
股
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
特
許
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
で
あ
る
。
同
行
に
対
す
る
特
許
状
の
中
で
、
政
府
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
約
束
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
今
後
、
強
制
価
値
と
強
制
通
用
力
を
も
つ
新
た
な
紙
券
通
貨
を
発
行
し
て
は
な
ら

ず
、
ま
た
現
に
流
通
し
て
い
る
紙
券
通
貨
の
数
量
を
増
大
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
異
常
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
た
め
に
、
国
家

が
普
通
も
っ
て
い
る
財
政
手
段
で
は
そ
れ
を
処
理
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
財
政
当
局
は
、
強
制
通
用
力
を
も
つ
紙
券
通
貨
を

全
く
利
用
し
な
い
で
、
別
途
に
資
金
流
入
の
方
途
を
請
ず
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
補
助
的
非
常
手
段
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

た
支
出
を
賄
う
こ
と
を
考
慮
す
る
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
八
六
七
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
ニ
重
帝
国
が
成
立
し
た
。
当
然
の
成
行
き
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
独
自
の
中
央
銀

行
、
独
自
の
通
貨
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
発
券
銀
行
と
通
貨
の
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
懸
命
の
努
力
を

つ
づ
け
、
つ
い
に
一
八
七
八
年
七
月
一
日
、
念
願
が
か
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
「
特
許
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
」
が
正
式
に
「
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
銀
行
」
d
i
e

O
e
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
-
u
n
g
a
r
i
s
c
h
e

B
a
n
k
と
改
称
さ
れ
て
、
ひ
き
つ
づ
き
二
重
帝
国
に
お
け

る
銀
行
券
発
行
の
特
権
を
保
持
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
従
来
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
通
貨
グ
ル
デ
ン
は
そ
の
ま
ま
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
ニ
重
帝
国
の
共
通
通
貨
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
ニ
重
帝
国

で
は
、
憲
法
、
政
府
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
二
重
に
存
在
す
る
中
で
、
発
券
銀
行
政
策
は
統
一
的
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
四
年
六
月
二
十
八
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
夫
妻
の
暗
殺
事
件
に
端
を
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
結
局
こ
の
国
を

解
体
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
」
四
年
に
は
人
口
五
三
〇
〇
万
人
、
国
土
面
積
六
七
・
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
し
て
い

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
条
約
（
一
九
一
九
年
九
月
一
〇
日
）
お
よ
び
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
（
一
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九
二
〇
年
六
月
四
日
）
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
諸
国
が

独
立
し
、
ま
た
国
土
の
一
部
は
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
土
フ
ン
ド
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は

人
口
六
四
〇
万
人
、
国
土
面
積
八
・
四
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
人
口
、
国
土
と
も
戦
前
の

ほ
ぼ
八
分
の
一
に
あ
た
る
小
共
和
国
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
い
。

　
こ
う
し
た
推
移
の
結
果
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
銀
行
」
は
一
九
二
二
年
七
月
二
十
四
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
翌
二
三

年
一
月
一
日
か
ら
再
び
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
」
と
い
う
名
称
に
戻
っ
て
、
同
共
和
国
の
発
券
銀
行
と
な
り
、
旧
銀
行
の
施
設

と
職
員
は
そ
の
ま
ま
こ
の
銀
行
に
引
継
が
れ
た
。
の
ち
に
見
る
通
り
、
こ
ん
に
ち
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
法
律
的
に
は
こ
の

時
か
ら
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
で
は
、
発
足
の
当
初
か
ら
国
民
の
間
に
、
同
国
の
も
つ
経
済
構
造
上
の
脆
弱
性
と
さ
ら
に
は
国
家
の
存
立

そ
の
も
の
に
対
す
る
不
安
感
が
胚
胎
し
て
い
た
。
こ
の
共
和
国
は
成
立
の
は
じ
め
か
ら
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
噴
な
ま
れ
、

一
九
二
四
年
に
そ
れ
が
よ
う
や
く
終
息
す
る
と
、
つ
い
で
し
の
び
よ
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二

九
年
に
は
じ
ま
っ
た
世
界
経
済
恐
慌
は
こ
の
国
に
も
大
規
模
な
失
業
と
国
家
財
政
ひ
い
て
は
政
治
の
不
安
定
を
も
た
ら
し
た
。
数
多

く
の
銀
行
が
支
払
い
不
能
に
陥
っ
た
。
と
く
に
恐
慌
が
頂
点
に
達
し
た
一
九
三
一
年
五
月
十
二
日
に
起
こ
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
ア
ン
シ

ュ
タ
ル
ト
銀
行
の
r
a
d
-
t
a
n
S
a
}
t
1
り
a
n
r
V
り
r
e
y
の
破
産
は
、
世
界
金
融
恐
慌
の
発
端
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
若
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
こ
う
い
っ
た
経
済
的
激
変
に
ひ
き
つ
づ
く
社
会
的
緊
張
関
係
に
う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
一
九
三
四
年
二
月
、
保
守
的
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
戦
闘
的
支
持
者
と
社
会
民
主
主
義
を
幸
ず
る
労
働
者
と
の
間
に
大
規
模

な
武
力
衝
突
が
発
生
し
、
つ
い
に
は
議
会
制
民
主
主
義
が
中
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
国
際
的
状
況
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
幸
い
し
な
か
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っ
た
。
一
九
三
八
年
三
月
十
三
日
、
い
わ
ゆ
る
独
埃
「
合
邦
」
y
n
S
r
}
u
む
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
同
年
三
月
十
七
日
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
「
ド
イ
ッ
・
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
・
ウ
ィ
ー
ン
本
店
」
d
-
e

H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
W
i
e
n
d
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
n

R
e
i
c
h
s
b
a
n
k
に
改
組
さ
れ
、
発
券
銀
行
と
し
て
の
業
務
は
ド
イ
ッ
・
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン

ク
に
移
さ
れ
た
。
爾
来
、
一
九
四
五
年
ま
で
七
年
あ
ま
り
、
こ
の
状
態
が
続
い
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
の
直
前
、
一
九
四
五
年
四
月
二
十
七
日
、
カ
ー
ル
・
レ
ン
ナ
ー
（
K
a
r
l

K
e
n
n
e
r
｡
　
　
1
4
に
2
に
s
7
0
-
3
}
に
2
･

}
9
呂
）
を
首
班
と
す
る
臨
時
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
通
貨
・
金
融
制
度

の
再
建
が
企
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
第
一
歩
は
中
央
銀
行
を
復
活
す
る
こ
と
と
、
戦
争
末
期
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
国
内
の
各
金
融
機

関
を
再
開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
七
月
三
日
の
「
発
券
銀
行
移
行
法
」
N
o
t
e
呑
a
n
k
-
U
b
e
r
l
e
i
t
u
n
g
s
g
a
e
t
s
は
、
そ

の
た
め
、
暫
定
的
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
法
律
上
の
地
位
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
行
は
ド
イ
ッ
・
ラ

イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
の
法
律
上
の
継
承
者
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
通
貨
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
、
同
国
に

お
け
る
支
払
手
段
の
流
通
と
、
同
じ
く
同
国
に
お
い
て
ド
イ
ッ
・
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
が
負
っ
て
い
る
一
定
の
債
務
と
を
継
承
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
五
年
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
国
家
条
約
S
t
a
a
t
s
V
e
r
t
r
a
g

v
o
m
}
5
･
5
.
{
9
5
5
が
締
組
さ
れ
、
一
〇
年
間
に
お
よ
ん
だ

米
英
仏
ソ
四
か
国
の
軍
隊
に
よ
る
占
領
状
態
が
終
結
し
て
（
十
月
二
十
五
日
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
よ
う
や
く
事
実
上
の
独
立
を
回
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

し
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
同
年
九
月
八
日
に
は
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
法
律
関
係
を
新
た
に
定
め
る
た
め
の
法
律
」
が
制

定
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
条
一
項
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
（
一
九
二
二
年
七
月
二
十
四
日
付
法
律

に
も
と
づ
く
…
…
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
法
律
関
係
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
準
拠
し
て
新
た
に
定
め
ら
れ
る
』
と
。
そ
し
て

－186 －



筆
者
が
参
照
し
た
法
令
集
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
こ
の
規
定
が
明
示
し
て
い
る
の

は
、
一
九
三
八
年
に
開
始
さ
れ
た
が
未
だ
完
結
し
て
い
な
い
清
算
整
理
手
続
に
よ
っ
て
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
法
律
上
の
人

格
を
失
わ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
当
然
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
失
わ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
律
上
の
継
続
性

は
明
白
で
あ
る
。
』
す
な
わ
ち
、
七
年
間
の
不
法
な
強
制
に
よ
る
中
断
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
九
二
三
年
に
開
股
さ
れ
た
ォ
ー
ス

ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
、
法
律
的
に
は
ひ
き
つ
づ
き
存
在
し
て
お
り
、
現
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
グ
ル
デ
ン
、
ク
ロ
ー
ネ
、
シ
リ
ン
グ
G
u
E
e
n
`
}
{
r
o
n
e
u
n
d

b
c
h
i
l
l
i
n
g

　
つ
ぎ
に
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
通
貨
制
度
の
推
移
を
瞥
見
し
よ
う
。
一
八
五
七
年
九
月
十
九
日
お
よ
び
翌
一
八
五
八
年
四
月

二
十
七
日
付
で
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
そ
れ
ま
で
流
通
し
て
い
た
雑
多
な
通
貨
の
代
り
に
、
「
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
通
貨
」
o
e
S
e
r
l

r
e
r
E
s
l
e
j
ぶ
r
u
n
g
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
銀
本
位
制
で
、
計
算
単
位
は
グ
ル
デ
ン
と
よ
ば
れ
、
一
グ
ル

デ
ン
は
百
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
}
9
e
a
e
M
に
細
分
さ
れ
た
。
の
ち
に
一
八
七
〇
年
三
月
九
日
付
で
八
グ
ル
テ
ン
お
よ
び
四
グ
ル
デ
ン
の

金
貨
を
鋳
造
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
純
金
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
四
グ
ル
デ
ン
金
貨
が
三
四
四
・
四
個
鋳
造
さ
れ
た
。
つ
ま
り
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
純
金
は
一
三
七
七
・
六
グ
ル
デ
ン
に
相
当
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
七
九
年
に
は
民
間
人
の
費
用
負
担
に
よ
る
銀
貨
の

鋳
造
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
一
八
九
二
年
八
月
二
日
に
は
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
で
金
本
位
制
が
採
用
さ
れ
た
。
計
算
単
位
は
ク
ロ
ー
ネ
と

よ
ば
れ
、
一
ク
ロ
ー
ネ
は
一
〇
〇
ヘ
ラ
ー
H
匹
e
r
に
細
分
さ
れ
た
。
純
金
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
二
八
〇
ク
ロ
ー
ネ
に
相
当
し
た
。

金
貨
一
ク
ロ
ー
ネ
は
〇
・
四
二
グ
ル
デ
ン
に
等
し
か
っ
た
。
一
八
九
九
年
九
月
二
十
一
日
付
の
勅
令
は
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
ク
ロ
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ー
ネ
貨
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
に
お
い
て
『
専
一
的
法
定
貨
幣
と
し
て
従
来
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
通
貨
に
と
っ
て

代
わ
る
』
べ
き
こ
と
を
定
め
、
そ
の
さ
い
一
グ
ル
デ
ン
対
二
ク
ロ
ー
ネ
、
一
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
対
二
ヘ
ラ
ー
の
比
率
で
換
算
す
る
も
の

と
し
て
い
た
。

　
ク
ロ
ー
ネ
紙
幣
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
数
年
間
に
経
験
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
多
く
語

る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
一
九
二
四
年
に
は
一
金
ク
ロ
ー
ネ
が
一
四
、
〇
〇
〇
紙
幣
ク
ロ
ー
ネ
に
相
当
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
十

分
で
あ
ろ
う
。
　
一
九
二
四
年
十
二
月
二
十
日
の
シ
リ
ン
グ
計
算
法
帥
函
目
品
r
g
r
u
n
g
お
e
S
t
s
は
一
〇
、
〇
〇
〇
紙
幣
ク
ロ
ー

ネ
に
相
当
す
る
新
貨
幣
単
位
シ
リ
ン
グ
を
採
用
し
て
、
こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
多
か
れ
少
な
か
れ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
前
述
の
諸
国
が
、
一

九
一
八
年
ま
で
共
通
通
貨
で
あ
っ
た
ク
ロ
ー
ネ
通
貨
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
国
際
的
に
清
算
を
要
す
る
問
題
が
数
多
く
発

生
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
シ
リ
ン
グ
計
算
法
で
は
、
先
走
っ
て
ク
ロ
ー
ネ
通
貨
制
度
を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い

っ
た
諸
問
題
の
解
決
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
、
法
律
上
は
ク
ロ
ー
ネ
通
貨
の
存
続
を
認
め
な
が

ら
、
他
方
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
内
部
で
の
取
引
に
使
用
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
新
し
い
計
算
単
位
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
計
算
単
位
は
経
済
状
態
の
変
化
、
と
く
に
紙
幣
ク
ロ
ー
ネ
の
購
買
力
の
低
下
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
定

め
ら
れ
た
一
シ
リ
ン
グ
の
金
量
は
○
・
○
二
一
一
七
二
〇
八
六
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
」
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
純
金
は
四
七
二
三
二
シ
リ
ン

グ
に
相
当
し
、
一
シ
リ
ン
グ
は
さ
ら
に
一
〇
〇
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
(
y
o
8
r
g
に
細
分
さ
れ
た
。

　
の
ち
に
、
世
界
経
済
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九
三
二
年
三
月
二
十
三
日
、
シ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
お
よ
そ
二
八
％
の
平
価
切
下

が
行
な
わ
れ
た
。

－188－



　
と
こ
ろ
で
、
一
九
三
八
年
三
月
十
七
日
付
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
が
改
組
さ
れ
て
ド
イ
ッ
・
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
・
ウ
ィ
ー

ン
本
店
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
通
貨
の
分
野
で
は
同
日
付
で
、
そ
れ
ま
で
流
通
し
て
い
た
シ
リ
ン
グ
通
貨
と
並
ん
で
、

ド
イ
ッ
通
貨
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
R
e
i
c
h
s
m
a
r
k
が
暫
定
的
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法
定
支
払
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い

シ
リ
ン
グ
と
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
の
間
の
換
算
率
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
は
甚
だ
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
両
通
貨
の
購
買

力
に
つ
い
て
は
一
対
一
と
い
う
比
率
が
ほ
ぼ
実
勢
を
表
わ
し
て
い
た
し
、
ま
た
公
定
相
場
で
は
シ
リ
ン
グ
の
価
値
が
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル

ク
の
二
分
の
一
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
は
、
結
局
、
一
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
対
一
・
五
シ
リ
ン
グ
と
い
う

換
算
率
を
指
示
し
た
。
こ
う
い
っ
た
換
算
率
は
両
国
民
の
い
ず
れ
を
も
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ッ
人
は
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
何
か
贈
り
物
を
し
た
と
考
え
た
し
、
他
方
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が
、
自
分
た
ち
の
実
物
資
産
と
実
質
所
得
が
減
少
し
て
、
損
害

を
蒙
っ
た
と
感
じ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
つ
い
で
同
年
四
月
二
十
三
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
二
重
通
貨
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
二
十
五
日
に
は
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
域
に
お
け
る
専
一
的
通
貨
単
位
と
さ
れ
て
、
こ
れ
以
後
七
年
余
に
わ
た
っ
て
支
配
力
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
　
　
　
三
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
通
貨
改
革

　
第
二
次
大
戦
が
終
了
し
た
と
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
々
は
こ
わ
れ
た
工
場
、
空
っ
ぽ
の
倉
庫
、
そ
し
て
荒
れ
果
て
た
住
居
の
中

に
と
り
残
さ
れ
て
、
そ
の
手
に
は
紙
き
れ
同
然
の
紙
幣
で
膨
ん
だ
財
布
、
大
枚
な
預
貯
金
、
帳
簿
上
だ
け
の
巨
大
な
利
潤
を
握
り
し

　
　
　
　
励

め
て
い
た
。
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ド
イ
ッ
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
ち
も
、
自
国
の
法
律
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
な
お
暫
く
の
間
、
ド
イ
ッ
の

通
貨
お
よ
び
銀
行
法
は
、
一
九
四
五
年
五
月
一
日
の
権
利
移
行
法
】
″
e
c
r
t
匹
び
e
r
}
e
{
{
u
n
g
S
a
e
t
s
に
よ
っ
て
ひ
き
っ
づ
き
有
効
と

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
同
年
十
一
月
三
十
日
の
い
わ
ゆ
る
「
シ
リ
ン
グ
法
」
G
e
s
e
t
z

i
i
b
e
r
M
a
B
n
a
h
m
e
μ
a
u
f
d
e
m
(
い
e
Z
e
t
d
e
r

W

a
h
r
u
n
g
に
よ
っ
て
シ
リ
ン
グ
が
再
導
入
さ
れ
て
、
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
ま
で
、
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
は
依
然
と
し
て
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
通
貨
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
総
流
通
高
は
、
前
述
の
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
対
シ
リ
ン
グ
の
換
算
率
一
対
一
・
五
で
計
算
す
る
と
、
「
合

邦
」
直
前
の
一
九
三
八
年
二
月
末
の
シ
リ
ン
グ
流
通
高
（
一
二
・
二
億
シ
リ
ン
グ
）
の
お
よ
そ
一
二
倍
半
に
膨
脹
し
て
い
た
。
こ
の
ほ

か
さ
ら
に
、
旧
ド
イ
ッ
頭
か
ら
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
紙
幣
が
流
入
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
い
っ
た
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
の
ほ
か
、
同
国
を
分
割
占
領
し
た
米
美
仏
ソ
四
カ
国
の
軍
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
行
し
た
い
わ
ゆ
る

連
合
軍
票
シ
リ
ン
グ
と
E
e
r
t
e
y
へ
[
E
t
腎
―
添
田
ﾖ
ﾛ
g
n
o
t
e
n
も
そ
れ
と
並
ん
で
流
通
し
て
い
た
。
米
ド
ル
と
シ
リ
ン
グ
と
の
交
換

比
率
は
一
九
三
七
年
に
は
一
対
五
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
軍
票
シ
リ
ン
グ
と
の
関
係
で
一
対
一
〇
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
戦
後
に

お
け
る
シ
リ
ン
グ
の
減
価
の
程
度
が
、
実
際
に
は
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
臨
時
政
府
は
ま
ず
通
貨
流
通
量
を
縮
少
す
る
た
め
の
措
置
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
一
九
四
五
年
七
月
三
日
の
い
わ
ゆ

る
「
窓
口
法
」
∽
訃
a
{
t
e
r
g
a
e
g
で
、
こ
れ
は
ソ
ビ
ェ
ト
占
領
地
区
に
お
い
て
国
民
が
も
っ
て
い
る
預
金
額
の
六
〇
％
を
封
鎖
し
、

残
り
の
四
〇
％
に
つ
い
て
は
小
切
手
に
よ
っ
て
特
定
の
目
的
に
だ
け
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
ソ
ビ
ェ
ト
占

領
地
区
で
は
銀
行
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
法
律
は
そ
れ
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
格
的
な
第
一
次
通
貨
改
革
は
、
前
述
の
シ
リ
ン
グ
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法
定
通
貨
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と
し
て
の
資
格
を
奪
わ
れ
て
、
シ
リ
ン
グ
が
再
び
法
貨
と
し
て
復
活
し
た
。
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
は
Ｔ
几
四
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
間
に
一
対
一
の
比
率
で
シ
リ
ン
グ
と
交
換
さ
れ
た
。
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
を
差
し
だ
し
た
自
然
人
は
一
人
あ
た
り
一
五

〇
シ
リ
ン
グ
ま
で
を
新
シ
リ
ン
グ
銀
行
券
で
受
取
り
、
一
五
〇
シ
リ
ン
グ
を
超
え
る
金
額
は
す
べ
て
預
金
せ
し
め
ら
れ
、
法
人
は
差

し
だ
し
た
金
額
の
全
額
を
預
金
せ
し
め
ら
れ
た
。
同
時
に
米
英
仏
三
カ
国
の
占
領
地
区
で
も
前
述
の
「
窓
口
法
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
各
人
の
預
金
額
の
六
〇
％
は
封
鎖
さ
れ
、
ニ
ハ
％
は
小
切
手
に
よ
っ
て
特
定
目
的
に
だ
け
使
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

る
と
い
う
制
約
を
受
け
た
が
、
残
り
の
一
二
％
は
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
い
っ
た
措
置
に
よ
っ
て
、
シ
リ
ン
グ
は

七
年
ぶ
り
に
よ
う
や
く
本
来
の
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
「
シ
リ
ン
グ
法
」
に
よ
っ
て
交
換
に
も
ち
こ
ま
れ
た
旧
通
貨
の
額
は
お
よ
そ
八
七
億
七
八
〇
〇
万
シ
リ
ン
グ
（
そ
の
大
部
分
は
ラ
イ

ヒ
ス
マ
ル
ク
紙
幣
）
、
そ
れ
に
対
し
て
新
た
に
発
行
さ
れ
た
シ
リ
ン
グ
銀
行
券
は
三
二
億
六
五
〇
〇
万
シ
リ
ン
グ
で
、
そ
の
う
ち
二
五

億
シ
リ
ン
グ
は
占
領
軍
む
け
、
一
七
億
六
五
〇
〇
万
シ
リ
ン
グ
は
民
間
む
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
占
領
軍
の
占
め
る
重
要
性

が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
に
お
け
る
振
替
債
務
を
も
含
め
て
お
よ
そ
一
六
〇
億
シ
リ
ン
グ
の
旧

貨
流
通
高
が
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
七
〇
億
シ
リ
ン
グ
に
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
第
一
次
通
貨
改
革
後
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
戦
時
の
耐
乏
生
活
の
反
動
、
原
料
不
足
に
よ
る
生
産
回
復

の
不
振
、
さ
ら
に
占
領
軍
駐
留
費
の
負
担
等
に
よ
っ
て
、
物
価
騰
貴
は
ま
す
ま
す
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

七
年
夏
に
は
物
価
が
一
ヵ
月
間
に
三
〇
％
も
上
昇
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。

　
一
九
四
七
年
十
一
月
十
九
日
の
「
通
貨
保
護
法
」
づ
ぶ
r
r
u
o
g
s
S
y
u
t
s
g
a
s
e
t
s
（
十
二
月
十
日
発
効
）
に
よ
っ
て
、
再
び
銀
行
券
の

切
り
替
え
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
も
ま
た
一
人
あ
た
り
一
五
〇
シ
リ
ン
グ
ま
で
は
一
対
一
で
新
旧
銀
行
券
が
ひ
き
か
え
ら
れ
、
そ
れ
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以
上
の
金
額
に
つ
い
て
は
旧
三
に
対
し
て
新
一
の
割
合
で
交
換
さ
れ
た
。
預
金
の
中
、
一
九
四
五
年
七
月
七
日
か
ら
一
九
四
七
年
十

一
月
十
二
日
ま
で
に
発
生
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
一
対
一
の
交
換
比
率
が
適
用
さ
れ
、
そ
れ
以
後
発
生
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
三
対

一
の
比
率
が
適
用
さ
れ
て
、
新
シ
リ
ン
グ
預
金
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
通
貨
措
置
は
実
施
に
手
間
ど
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、

事
前
に
か
な
り
広
く
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
所
期
の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
交
換
に
も
ち

込
ま
れ
た
旧
シ
リ
ン
グ
紙
幣
は
わ
ず
か
二
八
億
シ
リ
ン
グ
で
、
そ
の
う
ち
」
○
億
シ
リ
ン
グ
に
対
し
て
は
一
対
一
の
、
そ
し
て
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

一
八
億
シ
リ
ン
グ
に
対
し
て
は
三
対
一
の
交
換
比
率
が
適
用
さ
れ
た
。

　
そ
の
当
時
、
急
激
に
進
行
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
す
る
た
め
に
試
み
ら
れ
た
方
策
の
う
ち
、
最
も
異
色
と
思
わ
れ
る
の

は
、
産
業
界
お
よ
び
農
業
界
の
使
用
主
団
体
の
代
表
と
労
働
組
合
代
表
と
の
間
で
、
政
府
の
支
援
を
え
て
一
九
四
七
年
か
ら
五
一
年

ま
で
毎
年
、
「
物
価
・
資
金
協
定
」
が
締
組
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
物
価
や
資
金
の
高
騰
を
抑
え
る
の
に
著
る
し
い
効
果
を

お
さ
め
た
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
国
民
に
与
え
た
心
理
的
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
が
、
の
ち
に
展
開
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

る
よ
う
に
な
っ
た
所
得
政
策
に
見
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
現
象
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
、
第
一
次
通
貨
改
革
以
来
、
外
国
貿
易
に
と
っ
て
不
可
欠
な
米
ド
ル
と
の
間
の
妥
当
で
安
定
し
た
交

換
比
率
を
確
立
す
る
た
め
の
努
力
を
つ
づ
け
た
。
は
じ
め
占
領
軍
が
全
く
一
方
的
に
定
め
た
一
ド
ル
対
一
〇
シ
リ
ン
グ
と
い
う
交
換

比
率
は
明
ら
か
に
シ
リ
ン
グ
を
過
大
に
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
は
徐
々
に
均
衡
為
替
相
場
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ

た
。

　
一
九
五
二
年
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
終
息
す
る
と
恐
慌
状
態
が
発
生
し
、
失
業
問
題
が
重
大
化
し
た
。
翌
一
九
五
三
年
五
月
四

日
、
一
ド
ル
対
二
六
シ
リ
ン
グ
と
い
う
新
し
い
為
替
平
価
が
定
め
ら
れ
、
爾
来
一
九
七
一
年
五
月
十
日
ま
で
一
八
年
間
そ
れ
が
持
続
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
通
貨
シ
リ
ン
グ
は
、
戦
争
に
よ
る
影
響
を
脱
却
し
て
、
着
実
な
足
場
を
き
ず
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
諸
機
関

　
さ
て
、
こ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
の
現
状
に
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
同
行
に
つ
い
て
、
と
く
に
特
徴
的
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
諸
機
関
の
組
織
面
だ
け
を
取
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
株
式
会
社
で
あ
っ
て
、
同
国
の
発
券
銀
行
で
あ
る
（
国
民
銀
行
法
第
二
条
一
項
）
。
同
行
が
株
式
会
社

の
形
を
と
る
の
は
、
そ
の
独
立
性
を
守
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
同
行
の
資
本
金
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
シ
リ
ン
グ
で
、
記
名
株
券
一
五
万
株
に
分
割
さ
れ
て
い
る
（
八
条
一
項
）
が
、
そ
れ
を
証
券

市
場
で
売
買
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
株
主
た
り
う
る
も
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
国
民
な
ら
び
に
同
国
内
に
本
拠
を
有
す
る
法

人
お
よ
び
企
業
に
限
ら
れ
る
。
株
式
総
数
の
半
分
は
連
邦
政
府
が
所
有
す
る
。
株
式
の
う
ち
連
邦
政
府
名
儀
以
外
の
部
分
に
つ
い

て
、
そ
の
所
有
者
と
な
り
う
る
資
格
は
連
邦
政
府
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
九
条
）
。
そ
し
て
実
際
に
は
、
こ
の
部
分
の
株
式

は
金
融
、
農
林
、
商
工
業
、
労
働
組
合
、
消
費
協
同
組
合
お
よ
び
出
版
関
係
と
い
う
六
つ
の
方
面
に
よ
っ
て
等
し
い
割
合
で
所
有
さ

　
　
　
匈

れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
資
本
所
有
の
割
当
て
区
分
は
、
国
民
銀
行
が
単
に
政
府
の
執
行
機
関
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
国
民
自
身

の
も
の
と
し
て
、
国
民
に
奉
仕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
行
に
は
三
つ
の
機
関
が
あ
る
。
株
主
総
会
(
い
e
n
e
r
Q
{
v
e
g
a
m
m
}
u
n
g
、
評
議
会
G
e
¢
e
r
a
}
r
a
t
お
よ
び
理
事
会
D
ギ
e
r
t
o
S
u
m

が
そ
れ
で
あ
る
。
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株
主
総
会
は
株
式
所
有
者
の
全
体
会
議
で
あ
っ
て
、
毎
年
一
回
召
集
さ
れ
、
同
行
総
裁
P
r
a
s
i
d
e
n
t
が
そ
の
議
長
と
な
る
。
株

主
総
会
は
評
議
会
か
ら
業
務
報
告
を
受
け
、
決
算
を
承
認
し
、
益
金
の
配
分
を
決
議
し
、
評
議
会
メ
ン
バ
ー
六
名
と
会
計
検
査
役
五

名
を
選
任
す
る
（
十
六
条
）
。

　
評
議
会
は
同
行
の
最
高
管
理
機
関
で
あ
っ
て
、
業
務
運
営
お
よ
び
資
産
管
理
の
全
般
に
わ
た
っ
て
指
揮
監
督
を
行
な
い
、
金
融
政

策
に
関
す
る
一
般
方
針
を
定
め
、
公
定
歩
合
、
公
開
市
場
取
引
、
最
低
準
備
率
、
国
際
機
関
へ
の
加
入
、
新
銀
行
券
の
発
行
、
理
事

会
メ
ン
バ
ー
の
任
命
、
職
員
の
服
務
お
よ
び
給
与
規
則
等
々
重
要
事
項
に
関
す
る
決
定
権
を
も
っ
て
い
る
（
二
〇
―
二
一
条
）
。

　
評
議
会
は
同
行
総
裁
一
名
、
副
総
裁
べ
に
e
t
r
l
'
d
e
n
t
二
名
お
よ
び
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
十
一
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
う
る
者
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
国
民
で
、
か
つ
同
国
下
院
N
a
t
-
o
ﾛ
a
{
r
a
t
議
員
の
選
挙
権
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
央
銀
行
の
政
策
上
の
配
慮
が
で
き
る
だ
け
国
民
経
済
の
全
分
野
に
及
ぶ
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
国
民
経
済
の
専
門
家
あ
る
い
は
経
済
生
活
を
代
表
す
る
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

つ
ぎ
の
各
界
の
代
表
を
加
え
る
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
１
普
通
銀
行
業
、
２
貯
蓄
銀
行
業
、
３
産
業
、
４
中

小
企
業
、
５
農
業
（
以
上
各
一
名
）
お
よ
び
６
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
労
働
者
（
二
名
）
。

　
そ
の
反
面
、
国
家
が
発
券
銀
行
に
対
し
て
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
連
邦
お
よ
び
州
の
立
法
機
関
、

政
府
の
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
現
職
官
吏
は
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
発
券
銀
行
が
そ
の
他
の
金
融
機

関
か
ら
も
独
立
的
で
あ
る
た
め
に
、
金
融
機
関
の
経
営
を
専
業
と
す
る
者
が
、
評
議
会
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
四
人
以
上
を
占
め
る
こ

と
、
お
よ
び
総
裁
あ
る
い
は
副
総
裁
に
な
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
二
二
条
）
。

　
評
議
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
総
裁
は
連
邦
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
副
総
裁
二
名
と
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
五
名
は
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連
邦
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
六
名
の
メ
ン
バ
ー
は
株
主
総
会
で
選
出
さ
れ
る
（
二
二
ｌ
二
五
条
）
。
こ
の
六
名

の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
連
邦
政
府
以
外
の
株
主
が
、
資
本
金
額
一
二
五
〇
万
シ
リ
ン
グ
ご
と
に
一
名
ず
つ

指
名
す
る
（
一
八
条
）
。
メ
ン
バ
ー
の
任
期
は
い
ず
れ
も
五
年
で
、
任
命
あ
る
い
は
選
出
の
前
提
と
な
っ
た
資
格
を
失
わ
な
い
限
り
、

任
期
中
に
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
評
議
会
は
原
則
と
し
て
毎
月
一
回
召
集
さ
れ
、
総
裁
が
そ
の
議
長
と
な
る
（
二
条
一
項
）
。

　
理
事
会
は
総
理
事
{
}
e
n
e
r
Q
}
d
-
r
e
r
t
o
r
一
名
、
副
総
理
事
G
e
n
e
口
}
d
g
e
k
{
o
r
s
t
医
v
e
r
t
r
e
t
e
『
一
名
お
よ
び
理
事
二
名
な
い
し

四
名
（
現
在
は
四

名

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
国
民
銀
行
法
と
評
議
会
の
指
示
と
に
基
い
て
、
同
行
の
業
務
の
管
理
・
運
営
に
あ
た

り
、
同
行
を
代
表
す
る
。
理
事
会
は
同
行
の
業
務
運
営
上
、
評
議
会
の
権
限
に
属
さ
な
い
す
べ
て
の
事
項
に
関
し
て
決
定
を
行
な
う
。

理
事
会
は
い
く
っ
か
の
業
務
分
野
に
区
分
さ
れ
、
各
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
長
と
な
り
、
総
理
事
は
業
務
分
野
の
全
般
に
わ
た

っ
て
指
導
・
監
督
に
あ
た
る
。
理
事
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
合
し
、
総
理
事
が
議
長
と
な
る
。
総
裁
は
理
事
会
の
会
合
に
出
席
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
に
は
自
ら
議
長
と
な
る
（
三
二
上
二
六
条
）
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
特
命
官
吏
∽
t
a
a
t
F
o
m
m
i
s
s
a
r
を
通
じ
て
連
邦
大
蔵
省
の
監
督
を
受
け
る
。
特
命
官
吏
は
、
評
議

会
の
決
定
が
法
規
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
対
し
て
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
蔵
省
が
こ
の

異
議
を
棄
却
し
な
い
場
合
に
は
、
合
法
性
に
関
す
る
決
定
は
仲
裁
裁
判
所
∽
c
即
e
胎
g
e
器
c
r
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
判
決
が
下
る
ま

で
、
評
議
会
の
決
定
は
実
施
を
延
期
さ
れ
る
（
四
五
ｌ
四
六
条
）
。
こ
の
法
廷
は
最
高
裁
判
所
長
官
d
e
｢
P
I
S
d
e
n
{
d
e
s

o
b
e
r
t
e
s

G
e
叱
c
r
t
訃
o
f
e
s
を
長
と
し
、
連
邦
政
府
お
よ
び
国
民
銀
行
が
派
遣
す
る
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
（
四
一
条
四
項
）
。
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五
　
合
意
に
も
と
づ
く
運
営
の
原
則

　
最
後
に
、
右
に
述
べ
た
発
券
銀
行
の
諸
機
関
、
と
く
に
評
議
会
の
運
営
面
に
言
及
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
機
関
の
組
織
や
運
営

が
こ
ん
に
ち
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
を
と
る
に
至
っ
た
所
以
に
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
は
資
本
金
一
億
五
〇
〇
〇
万
シ
リ
ン
グ
の
株
式
会
社
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
し
か
し
、
こ
の
資

本
金
の
大
き
さ
は
、
経
済
的
に
は
ほ
と
ん
ど
重
要
性
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
七
四
年
末
の
同
行
の
貸
借
対
照
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

残
高
が
八
九
一
億
シ
リ
ン
グ
、
保
証
準
備
額
が
八
七
〇
億
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

の
株
式
は
証
券
市
場
で
の
売
買
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
配
当
も
最
高
が
六
％
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

の
資
本
金
は
株
主
に
と
っ
て
投
票
権
の
数
を
決
定
す
る
だ
け
の
意
味
し
か
も
っ
て
い
な
い
が
、
株
式
総
数
の
中
政
府
が
所
有
す
る
半

分
以
外
の
部
分
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
国
民
各
層
各
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や
団
体
を
通
じ
て
す
べ
て
平
等
に
代
表
し
て
お

り
、
そ
の
意
味
で
国
民
的
協
力
の
原
理
を
表
わ
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
株
主
総
会
の
任
務
は
、
評
議
会
メ

ン
バ
ー
の
選
任
以
外
に
は
、
い
わ
ば
ほ
と
ん
ど
形
式
的
業
務
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
株
主
は
実
質
上
重
要
な
決
定
に
全
く
参
加
し

な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

　
同
行
で
最
も
重
要
な
機
関
は
評
議
会
で
あ
る
。
同
行
に
関
す
る
最
高
レ
ベ
ル
の
決
定
は
す
べ
て
こ
の
機
関
に
は
か
ら
れ
、
と
く
に

金
融
政
策
上
の
決
定
は
こ
の
機
関
だ
け
で
行
な
わ
れ
る
。
評
議
会
を
構
成
す
る
十
四
名
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
総
裁
を
含
む
八
名
は
政

府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
の
政
党
別
の
バ
ラ
ン
ス
は
注
目
に
値
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
一
九
六
六
年
ま
で
、
同
国
で

は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
流
れ
を
汲
む
国
民
党
0
:
s
t
e
r
r
R
c
に
S
y
e
ぺ
O
F
s
t
a
r
'
e
{
と
旧
社
会
民
主
党
か
ら
発
展
し
た
社
会
党
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S
o
z
i
a
l
i
s
t
i
c
h
e

P
a
r
t
e
{
0
:
s
t
e
a
l
l
s
と
が
連
立
政
府
を
組
織
し
て
お
り
、
一
九
五
五
年
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
が
発
足
し
た

と
き
に
は
、
政
府
任
命
に
よ
る
評
議
会
メ
ン
バ
ー
八
名
の
う
ち
総
裁
を
含
む
四
名
は
国
民
党
員
に
よ
っ
て
、
ま
た
第
一
副
総
裁
を
含

む
残
り
四
名
は
社
会
党
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
六
六
年
に
国
民
党
が
単
独
で
政
権
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
さ
ら
に
ま
た
七
〇
年
以
降
社
会
党
が
単
独
で
政
権
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
こ
う
い
っ
た
評
議
会
メ
ン
バ
ー
の
政
党
別

構
成
は
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
銀
行
に
及
ぼ
す
各
政
党
の
影
響
力
の
均
衡
を
維
持
す
る
と
い
う
方
針
が
、
二
十
年
来

一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
株
主
総
会
に
よ
る
評
議
会
メ
ン
バ
ー
六
名
の
選
出
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
趣
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
匈

で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
勢
力
の
均
衡
は
、
他
面
、
政
党
間
の
意
見
の
対
立
に
よ
っ
て
、
金
融
政
策
の
決
定
に
支
障
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
過
去
二
十
年
間
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
危
惧
は
全
く
存
在
し
な
か

っ
た
。
各
政
党
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
声
を
保
持
す
る
た
め
に
、
経
済
問
題
に
精
通
し
た
人
々
だ
け
を
評
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
推
薦
し

て
き
た
し
、
ま
た
そ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
任
命
に
よ
る
者
も
選
出
に
よ
る
者
も
す
べ
て
、
専
ら
国
民
銀
行
の
政
策
目
的
に
の
っ
と

っ
て
、
厳
正
に
任
務
を
履
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
評
議
会
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
任
命
あ
る
い
は
選
出
の
さ
い
に
前
提

と
な
っ
た
資
格
を
失
わ
な
い
か
ぎ
り
、
五
年
の
任
期
の
途
中
で
解
任
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
実
も
、
彼
ら
が
政
策
の
決
定
に

あ
た
っ
て
各
種
の
利
害
関
係
か
ら
独
立
的
で
あ
り
え
た
有
力
な
理
由
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
評
議
会
で
は
事
実
上
、
い
わ
ゆ
る
「
合
意
に
も
と
づ
く
運
営
の
原
則
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
行

な
わ
れ
る
決
定
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
、
金
融
機
関
、
労
使
の
団
体
等
、
金
融
政
策
に
対
し
て
協

力
を
求
め
ら
れ
る
関
係
者
た
ち
の
側
か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
銀
行
の
措
置
は
す
べ
て
非
常
に
大
き
な
重
み
を
も
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如

つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
評
議
会
に
は
十
四
名
の
正
式
メ
ン
バ
の
ほ
か
、
政
府
代
表
一
名
が
投
票
権
を
も
た
な
い
形
で
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
つ

け
た
り
と
し
て
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
、
国
民
銀
行
と
連
邦
政
府
と
の
間
に
、
『
み
の
り
豊
か
な
本
物
の
協
力

関
係
が
望
ま
し
い
形
で
存
在
し
て
い
る
』
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
見
た
通
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
金
融
政
策
、
と
く
に
そ
の
決
定
の
中
枢
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
銀
行
評
議
会

に
は
、
合
意
あ
る
い
は
協
力
の
原
則
と
言
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
活
き
活
き
と
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況

は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
は
、
同
国
の
二
大
政
党
は
た
が
い
に
非
常
に
異
っ
た
経
済
哲
学
を
掲
げ
て
い
た
。
国
民
党
は
自
由
市
場

経
済
の
急
速
な
複
興
を
と
な
え
、
社
会
民
主
党
は
広
範
な
経
済
計
画
の
実
施
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十
年
間
に
わ
た
っ
て
米

英
仏
ソ
四
カ
国
の
『
占
領
軍
が
駐
留
す
る
中
で
や
り
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
い
立
場
に
お
か
れ
た
こ
と
が
よ
い

刺
激
に
な
っ
て
、
重
要
な
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
両
党
の
見
解
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
賢
明
で
あ
っ
た
の
は
、
金
融
政
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斡

政
党
間
の
争
い
の
場
か
ら
は
ず
し
て
、
で
き
る
だ
け
広
い
立
場
で
そ
れ
を
取
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
』
と
い
う
点

を
ま
ず
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
前
述
の
第
一
共
和
国
末
期
に
見
ら
れ
た
悲
痛
な
い
く
つ
か
の
経
験
に
触
れ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
て
い
る
。
『
こ

れ
は
心
の
痛
む
よ
う
な
教
訓
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
の
本
当
の
意
味
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
解
放
さ
れ
た
あ
と
で
、
は
じ
め
て
正
し
く

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
…
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
本
質
的
条
件
―
国
家
の
存
立
の
見
込
に
つ
い
て
の
信
頼
、
市
民
の

基
本
的
権
利
の
尊
重
、
議
会
制
民
主
主
義
の
堅
持
、
お
よ
び
特
に
微
妙
な
あ
る
種
の
問
題
は
政
党
間
の
争
点
に
し
な
い
こ
と
ー
が
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満
た
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
国
家
の
独
立
と
人
民
の
繁
栄
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
で
は
こ
れ
ま
で
、

金
融
政
策
を
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
す
べ
て
の
関
係
者
が
協
力
す
べ
き
も
の
と
み
な
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
認

識
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
』

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
ん
に
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
金
融
政
策
の
決
定
過
程
、
と
く
に
国
民
銀
行
評
議
会
の
組
織
と
運
営
に
は
一

つ
の
大
き
な
特
色
、
す
な
わ
ち
「
合
意
に
も
と
づ
く
運
営
の
原
則
」
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
同
国
に
与
え
ら
れ
た
苛
酷
な
経
験

に
よ
る
切
実
な
教
訓
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

－199－



－200一



－201－




